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37 札幌 個別長期 無 継続 L1 保健医療 作業療法学 Occupational Therapy 1 上 5/7 2/1 札幌医科大学
Sapporo Medical 

University
https://web.sapmed.ac

.jp/

作業療法学科
学科長　

仙石　泰仁

SENGOKOU
Yasuhito(Mr)

sengoku@sapmed.ac.jp

現地の作業療法士資格
または理学療法士資格
を有している者（学士
もしくは同程度の学力

）

大学卒
業程度

1年
以上

不問 N3以上

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

作業療法教育および臨床実践

１.成人中枢神経障害，運動器障害，発達
障害, 精神障害に対する作業療法
２.高齢者の在宅・施設生活での作業療法
３.作業療法研究法

１.学部・大学院授業の聴講
２.臨床作業療法の見学
３.作業療法関連学会、技術講習会への参加
４.日本人学生・大学院生との交流会
５.現地の関連施設の見学

研修では医療機関での見学を含むため、来日
する際には4種（麻疹・風疹・水痘・ムンプス
）抗体検査結果に基づくワクチン接種、B型肝
炎抗体価が陽性、COVID-
19ワクチン3回接種を終えている必要がある

38 札幌 個別長期 無 継続 L2 保健医療 理学療法学 Physical Therapy 1 上 5/7 2/1 札幌医科大学
Sapporo Medical 

University
https://web.sapmed.ac

.jp/

理学療法学科
学科長　

渡邉　耕太

WATANABE
KOTA(Mr)

wkota@sapmed.ac.jp
現地の理学療法士資格
を有している者(学士
又は同等程度の学力）

学士又
は同等
程度の
学力

実務
経験
3年
以上

不問 N2 不問
基礎的理学療法を理解し、日本における理
学療法の役割や機能を説明できること。

１. 
成人中枢神経障害，小児発達障害の理学療
法
２. 
運動器障害（スポーツ障害を含む）の理学
療法
３. 
地域における高齢者に対する理学療法サー
ビス（介護予防を含む）
４. 理学療法研究法

１. 学部・大学院授業の聴講
２. 臨床理学療法の見学
３. 理学法関連学会、技術講習会への参加
４. 理学療法関連実験への参加
５．日本人学生・大学院生との交流会
６．現地の関連施設の見学

研修では医療機関での見学を含むため、来日
する際には4種（麻疹・風疹・水痘・ムンプス
）抗体検査結果に基づくワクチン接種、B型肝
炎抗体価が陽性、COVID-
19ワクチン3回接種を終えている必要がある

39 札幌 個別長期 無 継続 L3
農業開発/
農村開発

ドローン・GIS技術による
自然資源管理手法

Natural Resouce 
Management by using 

Drone, GIS technology
4 上 酪農学園大学

Rakuno Gakuen 
University

https://www.rakuno.ac
.jp

教授
小川　健太／

教授
森　夏節

OGAWA 
Kenta(Mr)／MORI 

Kaori(Ms)
tech@rakuno.ac.jp

表計算ソフトの操作な
ど、基本的なコンピュ
ータ操作が可能なこと
。リモートセンシング
ソフトの操作について

は問わない。

不問 不問 不問 不問

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

農業、森林、環境管理に必要なGIS技術、GP
S技術、マイクロ波リモートセンシング技術
、ドローンの活用技術を習得する。

１）GIS技術：GISソフトArcGISの基本的な
操作、解析手法を習得する。
２）GPS技術：GPSによる農地計測、デジタ
ルカメラとGPSを利用した農地管理。野生
動物へ装着するGPSによる野生動物の行動
解析手法を習得する。
３）リモートセンシング技術：ドローン、
ErdasImagine、ENVI, 
SNAPなどリモートセンシングソフトを利用
し、Sentinel-1，Landsat, 
Alosなどの人工衛星画像や空中写真などか
ら、緑地抽出手法、収量予測手法などを習
得する。

環境空間情報学研究室、環境リモートセンシング研究室において開
講している、基礎GIS、応用GIS、GIS・リモートセンシングによる空
間情報の科学、リモートセンシング基礎演習など関連科目を履修す
るとともに、高度なGIS技術を習得する専門演習に参加し、技術の向
上を図る。また、出身国（地域）の実際のGISデータ、衛星画像等を
使い、ソフトの操作方法のみならず、帰国後にすぐに利用できるデ
ータベースを構築する。研究成果は、学会等で発表する。また、東
京・京都などの先進地を訪問し、今後の協働研修のネットワークづ
くりを行うとともに、GIS・リモートセンシングを活用した森林管理
(REDD)や野生動物管理に関するJICA研修へも参加し、研究及び情報
交流を図る。なお、使用する機器及びソフトの一部は帰国後にも利
用できるよう、本学が提供する。新型コロナウイルス感染症の万円
に伴い、来日がかなわない場合は全ての研修内容をオンラインでも
対応が可能である。また、本学では英語による講義も行われるため
、必要最低限の日本語能力で十分である。

応募締切は5月来日コースの締切日です。

40 札幌 個別長期 無 継続 L4 栄養改善 食品科学と栄養管理
Food Science and 

Nutrition Management
2 上 5/7 3/5 酪農学園大学

Rakuno Gakuen 
University

https://www.rakuno.ac
.jp

教授
石井　智美

ISHI Satomi(Ms) ishii@rakuno.ac.jp
食べること、料理、栄
養について関心を持っ

ていること。
不問 不問 不問 不問 不問

① 
食品科学と栄養学の見地から、出身国に最
適な形の栄養管理を行える力、技術を習得
する。
② 
生活習慣病予防の見地から、帰国後活用で
きる栄養疫学、公衆衛生、食品衛生、栄養
管理の知識を増やす。
③ 
日本の専門料理、家庭料理、日本の食文化
を学ぶ。

特別な機器、食材を使わずに日常の栄養管
理を確実に、かつ正確に行うことができる
力が付く。実践的な日本の家庭料理の味の
工夫が行え、高齢社会において個人の尊厳
を守り、日々の暮らしのQOL維持に尽力で
きる人材となる。最新の世界の栄養状況を
学ぶことで、母国の栄養改善の担い手とな
る。そして身近な食材で料理講習会を立案
、運営できる能力を習得し、食べることの
重要性、栄養摂取、食事形態等について様
々な年齢層に栄養指導が行える力が習得で
きる。

研修員の希望を聞き、より帰国後の仕事に生かせるプログラムを作
成して進める。前半は、大学の希望する授業、栄養実習、料理実習
、研究室のゼミナール等に参加し食、料理、栄養について広く学ぶ
。後半はより関心のある分野に力点を置いて実習を進める。科学的
な見地からの研究、栄養疫学、食事と健康の調査にも参加する。帰
国後の栄養調査、料理講習会ができる力を身に着けることを目的と
し、定期的に習得状況を確認、相談しながら研修を進める。食に関
わる各種の科学的な分析、衛生に関わる研究も併せて実施すること
が可能で、各種の学会へ参加し見聞し、希望があれば研究成果の学
会発表も行う。帰国後の各研修、調査の継続に向けての検討、準備
を行う。

本研修はある程度までは英語、スペイン語で
対応できますが、日本語を習得する意欲があ
る方を希望

41 横浜 個別長期 - 継続 L5
都市開発
・地域開

発

日本の伝統的造園施工技術 
		

Traditional technology 
for construction of 

Landscape Architecture 
in Japan 		

1 上
上半期い
ずれかで
相談可

来日日から
約5か月後

学校法人　東京農
業大学		

Tokyo University 
of Agriculture 
Educational 
Cooperation		

https://www.nodai.ac.
jp/cip/		

鈴木貢次郎
SUZUKI 
Kojiro
(Mr.)

kojiros▲nodai.ac.jp
造園，園芸，農業，都
市計画の研究・教育や
職業に携わっている方	

大学卒
業程度

1 不問 N2

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

各国でつくられてきた日本庭園をはじめと
し，各空間にみられる植栽・施工管理に応
用できる日本の伝統的植栽や施工管理技術
の基礎を習得する。		

①主要な日本庭園で使われる材料（植物，
無機物）の習得
②植物管理の意義と手法の習得
③基本的な庭園技術(竹垣等)の習得		

1.講義：①日本庭園の構成，②日本庭園の材料（植物・無機物），
③日本庭園の材料の扱い方，④都市空間への応用技術
2.実習：植物管理（剪定）の手法，竹垣の製作技術，土壌管理・分
析法
3.見学：東京都内，京都，地方（石川県や鹿児島県，島根県）の日
本庭園		

応募締切は5月来日コースの締切日です。5月8
日に来日の場合は技術研修期間は9/30までの
予定です。6月及び7月来日となった場合も、
同様に約5か月の研修を受講いただきます。

42 横浜 個別長期 - 継続 L6 環境管理
家畜寄生虫病および人獣共
通寄生虫病の診断予防技術

Diagnosis and control 
for epizootic and 

zoonotic parasitoses
2 上 5/7 2/6 麻布大学		

Azabu 
University		

https://www.azabu-
u.ac.jp/english/		

平　健介
 TAIRA 
Kensuke
(Mr.)

taira▲azabu-u.ac.jp

生物学の基礎知識を持
つ者、畜産あるいは公
衆衛生学に関わる者、
臨床検査技師や薬剤師

の資格保持者等。	

※大学
卒業程
度

大学あ
るいは
大学院
を卒業
してい
る方．

不問 不問

N4　
※一般
的なコ
ミュニ
ケーシ
ョンが
可能な
方。

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

※一般的
なコミュ
ニケーシ
ョンが可
能な方。

研修員は、獣医衛生および公衆衛生上重要
な動物および魚類の寄生虫病の診断、治療
、予防に関する知識、技術および考え方を
習得し、これらを活用して、寄生虫病予防
対策に係わる情報資源の作成・配信の方法
を学ぶ。		

1.動物衛生および公衆衛生に関する知識の
蓄積および寄生虫病の診断・予防技術の習
得。
2.食品由来病原体制御のための国家間情報
ネットワークの構築。
3.日系社会における畜産や水産業発展ため
の技術の習得。
4.日本の文化、社会および国際的立場につ
いてのより一層の理解。		

1.講義：動物（魚類を含む）の寄生虫病および人獣共通寄生虫病の
診断予防法、原虫、蠕虫、衛生節足動物などの検出法および同定法
などについて学ぶ。

２．実習：
(1)糞便内虫卵検査（浮遊法、沈澱法、定量的検査法）。
(2)子虫培養（びん培養、濾紙培養、瓦版培養）、胃腸内線虫感染子
虫の形態による種同定。
(3)魚類寄生虫の観察と同定。
(4)吸虫標本の作製，観察と同定： 
肝蛭、槍形吸虫、双口吸虫、膵蛭、日本住血吸虫など。
(5)中間宿主貝体内の吸虫の発育観察：ミラシジウム、スポロシスト
、レジア、セルカリア等。
(6)条虫標本の作製と観察：ベネデン条虫、拡張条虫、単包条虫、多
包条虫等。
(7)ダニ類の観察と標本作製法と同定：マダニ、ヒゼンダニ、ワクモ
、イエダニ等。
(8)昆虫類の観察と同定：ノミ、シラミ、ハジラミ、カ、ゴキブリ等
。
(9)分子生物学的手法(PCR、Real-time PCR、LAMP法等) 
を用いた寄生虫同定法。
(10)寄生虫感染に対する宿主免疫反応の観察。

3.見学：家畜保健所、家畜診療所、食肉衛生検査所、水産試験場、
大学の研究センター等。
4.学会・セミナー：国内学会参加、研究室のセミナー参加。
5.発表：学内あるいは国内の研究会や学会、最終日の研修報告。

以上の他に、研修者の要望を聞き、当人が学びたい技術をできるだ
け習得させる。"		

研修受け入れ時期や期間については相談に応
じる。申請案では2人を受け入れるとしている
が、1人でも受入れ可能。		

43 横浜 個別長期 - 継続 L7 環境管理
Agro-Biodiversity 

の保全を目指した土壌管理
手法		

Soil Management 
Technique for 

Conserving Agro-
Biodiversity		

2 上 5/7 11/15
特定非営利活動法
人　環境修復保全

機構

Institute of 
Environmental 
Rehabilitation 

and Conservation

https://www.erecon.jp
/

河邊　久美子
KAWABE 
Kumiko
(Ms.) 

hq-erecon▲nifty.com

環境や農業に関連する
知識または経験を有す

るものが望ましい
	

大学卒
業程度

不問 不問 不問

英語で資
料読解、
発表、レ
ポート作

成

研修目標は、持続可能な農法を習得すると
ともに、住民参加型手法による土壌管理技
術や生物多様性の保全について習得するこ
とである。
  		

中南米で適用可能な持続可能な農法を習得
するとともに、生物多様性に配慮しつつ長
期的に農業生産量を維持できる土壌管理技
術を習得できる。
1.中南米で適用可能な持続的農法を習得す
る。
2.土壌管理および生物多様性の保全に関す
る体系的な知識を習得する。
3.住民参加型手法を習得する。
4.生物多様性評価を含む土壌分析技術を習
得する。
   		

1. 講義 (Lectures)： 全て英語での開講科目
2. 実習 (Field Practices)： 
有機農業資材の作成法、有機農業実習　等
3. 調査 (Research)： 土壌中動物の多様性に基づいたAgro-
Biodiversityの評価 等
4. フィールドワーク (Field Activities)： 
日本の里地里山における生物多様性を考慮した土壌保全対策の視察
5. 実験 (Experiments)： 土壌分析に関する専攻実験、基礎実験
6. セミナー (Seminar)： 大学院生や専門家との意見交換 等

Information on 1. organized and 2. co-
organized bodies
1. Institute of Environmental 
Rehabilitation and Conservation (ERECON):
ERECON founded in 2000 is the 
international non-profit organization 
(www.erecon.jp) registered in Tokyo 
Metropolitan Government as well as 
Ministry of Education, Culture, Sports, 
Science and Technology (MEXT). This 
institute has been advancing various 
international extension programs in the 
fields of sustainable development in 
agriculture.
2. Faculty of Regional Environment 
Science, Tokyo University of Agriculture 
(Tokyo NODAI): 
Tokyo NODAI founded in 1891 is one of the 
oldest universities in agricultural field 
(www.nodai.ac.jp) and strong in 
agricultural and agro-environmental 
education and research."		

44 関西 個別長期 無 新規 L8 法・司法
知的財産活用に関する基礎

研修
Basic Skills of Intellectual 

Property Utilization
2 上 5/7 10/6

大阪工業大学大学
院知的財産研究科

Osaka Institute 
of Technology, 
Graduate School 
of Intellectual 

Property

http://www.oit.ac.jp/
ip/graduate/

内藤 浩樹
NAITO Hiroki 

(Mr.)
hiroki.naito@oit.ac.jp

大学の学部レベルの教
育を受けていること。
法律、経済、技術の分
野において、少なくと
も1年以上の経験を有
すること。知的財産分
野における経験があれ

ば望ましい。

大卒 1 不問 N4

英語での
資料読解
、発表、
レポ―ト
作成可

（1）知的財産制度の基礎知識を修得する。
（2）研究開発・技術移転などの知的財産活
用に関する知識を修得する。
（3）中小企業（SMEs）を支援する知的財産
支援の手段を理解する。
（4）伝統的知識や医薬品アクセスの問題な
ど個別の知的財産問題を理解する。

（1）経済活動や文化活動に必要な知的財
産、および、そうした知的財産に関する活
動を理解して、適切に考慮することができ
る。
（2）特許権、商標権について、出願から
権利取得までに必要な知識を獲得し、将来
的にその知識を実務において活用すること
ができる。
（3）ライセンス契約、訴訟をはじめとす
る知的財産の活用、実現に必要な具体的な
実務を理解することができる。
（4）研修員自らが設定する知的財産の課
題についての理解を深め、自国においてそ
の課題を解決するために必要な計画や提案
を示すことができる。

（1）基礎知識の習得－講義を中心に、特許・実用新案、意匠、商標
、著作権法、不正競争、知的財産契約、国際条約、知的財産戦     
略、知的財産の経済的効果などを学ぶ。
（2）特許技術、登録商標、判例の調査分析演習－技術データベース
、法情報データベースを用いて、必要な情報を収集し、分析     
する。
（3）訪問調査－日本国内の関係官庁（特許庁、裁判所ほか）、関係
団体（発明協会などの専門機関）、企業・事務所（代表的企      
業、中小企業、特許法律事務所）などを訪問し、ヒアリング調査を
行う。
（4）研究－研修生自らが設定した知的財産に関する課題について、
教員の指導を受けて、研究を遂行する。

45 中国 個別長期 無 継続 L9
農業開発
・農村開

発

日本式の高品質肉牛生産の
ための効率的・効果的な生

産、繁殖、健康管理

New efficient and 
effective production, 

reproduction and health 
management for high- 
quality beef based on 

Japanese Cattle farming 
system

1 上 5/7 2/23
国立大学法人

山口大学
Yamaguchi 
University

http://www.yamaguchi-
u.ac.jp/

角川　博哉
Hiroya 

Kadokawa(Mr.)
hiroya▲yamaguchi-u.ac.jp

・基本的な動物につい
ての知識を身に付けて
いること。
・獣医師でなくても、
畜産農家の子弟や畜産
関係者や就農希望者で
あれば可能。
・異文化の中で多くの
人と一緒に働くための
適応力と協調性。
・好奇心旺盛で勉強好
きであること。

大卒（
相当）

不問 不問

新基準
N4レベ
ルが望
ましい
が、英
語でコ
ミュニ
ケーシ
ョンが
出来れ
ば問題
ない。

不問

最新の畜産学・獣医学の知見の習得と共に
、高品質畜産物の生産現場での実習に基づ
き、生産と共に両立させるべき繁殖管理も
円滑に進めるための問題要因を抽出・解析
する能力を習得し、新しい効率的な疾病予
防、繁殖、衛生管理等を含む総合体系を導
入・展開するための基盤を習得する。

1.高品質畜産物を生産する上で求められる
最新の栄養学、生理学、衛生学等の獣医学
、生産効率向上と繁殖についての知識・知
見の習得、2.国際牛肉の格付け方法の習得
、3.生産に関わる細胞や遺伝子について、
分子レベルや細胞レベルでも家畜生産につ
いて考える能力の習得、4.牛肉生産施設訪
問を通じた改善ポイントの習得。

1.最新の栄養学、生理学、衛生学等の講義と実習、2.牛肉の格付け
方法、3.生産に関わる細胞の培養や遺伝子発現解析、4.臨床獣医師
養成用の実習参加、5.牛肉生産施設訪問。

46 中国 個別長期 無 新規 L10 保健医療
日本の看護技術・知見の習
得及び日系アイデンティテ

ィの涵養

Acquiring Japanese 
Nursing Skills and 

Knowledge and 
Cultivating Japanese 
(Nikkei) Identity

1 上 7/23 1月 島根県
Shimane 

Prefectural 
Government

http://www.pref.shima
ne.lg.jp/

増田　絢子
MASUDA 

Ayako(Ms.)
bunka-
kokusai▲pref.shimane.lg.jp

・日系団体の青年部等
に所属している者、ま
たは今後所属する意思
がある者で、当該団体
からの推薦を得られる
こと（研修効果に鑑み
、島根県人会等、島根
県にルーツが有る者が
望ましい）

大卒（
相当）

1 不問

N3程度
以上が
望まし
い。

英語での
コミュニ
ケーショ
ン可

日本の大学や病院での講義及び実習を受け
ることで、日本の医療制度、看護技術の知
見を習得するとともに、自身のルーツとな
る土地や日本文化を知り、日系アイデンテ
ィティの涵養を図る。

1.日本の医療制度が理解される。
2.日本の看護技術・知見が習得される。
3.自国で応用可能な内容を整理し、実践で
きるようになる。
4.日本の伝統文化等に関する知識を習得す
る。

1.大学における講義及び実習に参加
　①講義：大学にて講義に参加
　②実習：県内総合病院での実習に参加
2.病院での実習
　①病院が指示する部署で看護助手業務のサポートを行う。
3.日本文化等に関する視察・実習等
4.関係者への研修結果の報告

47 中国 個別長期 無 継続 L11
農業開発
・農村開

発

観光果樹園経営及び果樹栽
培技術に係る長期研修

Management of Tourist 
Fruit Farm and 

Cultivation Technique 
of Fruits (Long Term)

1 上 5/7 11/17
公益財団法人

ひろしま国際セン
ター

Hiroshima 
International 

Center

http://hiroshima-
ic.or.jp/

迫本　啓吾
SAKOMOTO 
Keigo(Mr.)

hicc12▲hiroshima-ic.or.jp
日本語で研修受講が可
能な語学力を有してい
ること。

不問 不問 不問 N3以上 不問

1.果樹（イチゴ、スモモ、ブルーベリー、
モモ、ブドウ等）の先端的栽培及び収穫に
係る技術を習得する、2.加工技術と商品化
、マーケティングのノウハウを習得する、3
.観光果樹園の経営手法を習得する。

1.果樹栽培管理技術の向上、2.加工品の商
品化、販売ルートの開拓、観光農園経営の
成功。

平田観光農園の業務に従事し、実習を積み重ねて技術を習得する（
最も重要な開花期の受粉から収穫が終わるまでを研修する）。

2023年度日系社会研修研修コース一覧

上半期いずれかで
相談可
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48 中国 個別長期 無 継続 L12
農業開発
・農村開

発

伝統的産品を活用した地域
ブランドの創出と地域の活

性化

Developing a local 
brand and activating 
local community by 

utilizing the 
community's traditional 

products

1 上 5/7 11/10
公益財団法人

ひろしま国際セン
ター

Hiroshima 
International 

Center

http://hiroshima-
ic.or.jp/

迫本　啓吾
SAKOMOTO 
Keigo(Mr.)

hicc12▲hiroshima-ic.or.jp

手芸、デザイン等の分
野での地域産品の開発
に関心があること。経
験があれば、より高い
研修効果を期待できる
。

不問 不問 不問 N3以上 不問

1.「工房尾道帆布」における実習を通して
尾道の地域産品（帆布）を活用した地域特
産品の製造、販売、マーケティング等の取
組みを学び、帰国後の日系社会における地
域資源の再発見・活用につながる力を養う
。
2.「工房尾道帆布」や尾道の地域再生に取
組む人々との交流を通じ、地域課題解決に
おける住民の主体的な関与の大切さや地域
活性化の方策について知見を得る。

1.研修員に、「工房尾道帆布」の事例を通
じて、地域資源の再発見と活用、地域特産
品開発を通じた地域課題の解決、地域再生
の知見が習得される。
2.研修員に、日本の地方コミュニティにお
ける課題（人口減少、アイデンティティの
喪失、地域資源の活用等）が理解される。
3.研修員の母国において応用可能な技術、
手法が整理される。
4.帰国後の具体的な活動計画が作成される
。

1.講義：「工房尾道帆布」における地域特産品開発と地域再生の取
組み。
2.実習・OJT：「工房尾道帆布」における地域特産品の製造、販売、
マーケティング等。
3.見学：関連他団体の施設・活動。
4.演習：研修成果の取り纏め。
5.発表：関係者への研修成果の発表。

49 四国 個別長期 無 継続 L13 保健医療 歯科補綴学 Prosthodontics 2 上 5/7 3/6 徳島大学
Tokushima 
University

http://www.tokushima-
u.ac.jp/dent/

松香　芳三
MATSUKA Shozo 

(Mr)
matsuka@tokushima-u.ac.jp

対象国における歯科医
師免許

大学卒
業

実務
経験
3年
以上
。
実務
経験
、最
終学
歴後
の実
務経
験等
。

不問 不問

英語での
コミュニ
ケーショ
ンがある
程度可能
であるこ
と。

歯科補綴治療に関する先進技術の習得と最
新の知見を学習する能力を身につける。

１．最新の歯科補綴治療技術（接着ブリッ
ジ、インプラント義歯、CAD/CAM冠など）
の習得
２．上下歯のかみ合わせの状態に対する診
断技術の向上
３．口腔顔面痛に対する治療技術の習得
４．金属アレルギーの治療技術の習得

教室主催のセミナー・論文抄読会・症例勉強会への参加、マネキン
を用いた基礎実習、コンピュータを利用した補綴装置の設計や削り
だしの実習、関連学会への参加を予定している。また、現在教室で
行われている研究（睡眠時ブラキシズムの解析、組織再生、金属ア
レルギー解析、口腔顔面痛発症メカニズムなど）にも参画し、大学
院進学が可能となるように研究指導を行う。なお、受け入れ担当者
は、日本補綴歯科学会、日本顎関節学会、日本口腔顔面痛学会、日
本口腔リハビリテーション学会の指導医である。

50 四国 個別長期 無 継続 L14 保健医療 歯科矯正学 Orthodontics 1 上 5/7 3/6 徳島大学
Tokushima 
University

http://www.tokushima-
u.ac.jp/dent/

田中　栄二
TANAKA Eiji

(Mr)
etanaka@tokushima-u.ac.jp

対象国における歯科医
師免許

大学卒
業

実務
経験
3年
以上
。
実務
経験
、最
終学
歴後
の実
務経
験等
。

不問 N2

英語での
コミュニ
ケーショ
ンがある
程度可能
であるこ
と。

矯正歯科治療に関する高度な技術の習得と
最新の知見を学習する能力を身につける。

・最新の矯正歯科技術（リンガルプラケッ
ト矯正歯科治療、インプラント矯正歯科治
療、外科的矯正歯科治療、口唇裂口蓋裂児
、CTなどの画像データを用いた診断技術の
向上
・変形性顎関節症患者に対する治療技術の
習得

エッジワイズ法に関するタイポドント実習、教室主催のセミナーや
論文抄読会への参加、および関連学会への参加を予定。加えて、現
在、当教室で遂行している研究（変形性顎関節症の病態解明と治療
法の開発、骨免疫学研究）にも参画してもらい、帰国後に母国で学
位が取得できるような研究指導を行う。なお、本件担当者は、日本
矯正歯科学会の指導医・認定医、日本顎関節学会の専門医、指導医
であり、厚生労働省の臨床修練指導歯科医資格（外国人歯科医師指
導資格）も有している。

51 四国 個別長期 無 継続 L15
自然環境

保全
自然環境保全を目指したバ
イオ複合材料の調査研究

Research and 
edification on bio-
composite materials 

aiming the conservation 
of natural environment

2 上
上半期い
ずれかで
相談可

3/15 徳島大学
Tokushima 
University

http://www.tokushima-
u.ac.jp/

長谷崎　和洋
HASEZAKI 

Kazuhiro (Mr)
hasezaki@tokushima-u.ac.jp

理系大学在学中または
卒業

大学卒
業

不問 不問

ポルト
ガル語
で会話
できる
教員が
在籍し
ている
ため、
ポルト
ガル語
を話せ
る場合
は日本
語能力
不問。
スペイ
ン語を
話せる
場合は
、日本
語能力
試験N3
以上（
ただし
、研修
期間中
の徳島
大学が
開催す
る日本
語教室
を必ず
受講す
ること

不問

全世界で自然環境保全を目指したバイオ複
合材料が必要とされていることを理解し、
調査研究を通じて、専門知識を得る。
さらに、徳島大学での先進技術を知ること
で、日系社会の発展と移住先国の国造りに
貢献できる新しい取り組みを検討する。

1.石油由来のプラスチックごみの環境に及
ぼす影響について理解すること
2.石油由来のプラスチックに代わるバイオ
材料についての知識を得ること
3.最新のバイオ材料の研究動向を知ること
4.自然環境保全を目指したバイオ複合材料
の試作研究を行い、専門知識を得ること

1.調査：教員から個別のレクチャー、学術論文読解、最新の研究動
向を文献ベースで調査し、問題点の抽出ならび解決策の一つである
バイオ材料の現状分析調査を行う。バイオ複合材が研究の一分野で
あるエコマテリアル国際会議に参加し、最新の研究動向を情報収集
し、大学院進学が可能となるように研究指導を行う。
2.試験計画策定：問題点を解決するためのバイオ複合材料の試作に
ついて、試作方法、分析方法、評価法について、試験計画を策定す
る。
3.試作試験：バイオ複合材料の試作を行う。
4.分析：適切な分析評価方法を調査し、分析を行う。
5.解析・まとめ：分析結果から目的としたバイオ複合材料の試作の
可否ならびにさらに性能向上に向けた問題点をまとめる。

応募締切は5月来日コースの締切日です。

52 四国 個別長期 無 継続 L16

地域開発
・民間セ
クター開

発

エコツーリズム産業におけ
る起業家育成

Entrepreneur education 
in the ecotourism 

industry
2 上 5/7 2/2 香川大学 Kagawa University

https://www.kagawa-
u.ac.jp/ 平見　尚隆

HIRAMI 
Naotaka(Mr)

hirami.naotaka@kagawa-u.ac.jp

大学でツーリズム或い
は地域イノベーション
などを学習した経験が
あること、或いは、観
光産業での実務経験が

あること。

大学卒
業程度

大学
での
学習
の場
合概
ね2
年以
上、
観光
産業
の場
合の
実務
経験
も概
ね2
年以
上程
度と
する
。

不問

日本語
検定N2
レベル
が望ま
しいが
、英語
でのコ
ミュニ
ケーシ
ョン能
力があ
る場合
（TOEI

C 
700点
程度）
は、必
要要件
としな
い。

英語での
野コミュ
ニケーシ
ョン能力
がある場
合（TOEIC 
700点程度
）は、必
要要件と
しない。

研修を通じて得られるデータや知見に基づ
き、新規性のある自国でのエコツーリズム
を提案できるレベルの力量を身につけるこ
とを研修目的とする。その上で学内の発表
イベントやG1PECでのピッチイベントでの提
案に対するフィードバックをベースに本国
でのエコツーリズムに関する事業提案のブ
ラッシュアップを行う。研修修了時には母
国の日系社会で共感を得られ、事業開始に
結び付けることができるレベルの提案に仕
上げることを目標とする。

本事業提案の受入代表者である平見（香川
大学創造工学部教授）はスペイン語、英語
（書著多数）が堪能であることから、大学
で教鞭をとる傍らこれら中南米のエコツー
リズムスポットを数多く訪問し、本産業に
関しての調査・研究を行い、そのポテンシ
ャルの高さを講演や論文を通じて紹介して
いる。一方、平見は広島大学で6年程、産
学官連携やアントレプレナー教育に携わっ
ており、新たな産業構築のための教育に注
力してきた。さらにJICA日墨戦略的グロー
バル・パートナーシップ研修プログラム事
業で2017年から合計で16人のメキシコ人研
修生を受け入れてきた実績がある（内4名
は現在来日研修中）。日系社会研修事業で
は、この間に培われたアントレプレナー教
育に関する講義やゼミを中心とした、教育
プログラムをベースに新たな事業提案を行
う能力を身につけてもらう。その上で日本
におけるエコツーリズムに対する期待と実
態を調査頂き、現地社会でのあるべきエコ
ツーリズムを提案できる技術と力量を身に
つけていただく。帰国後は現地日系社会を
巻き込み、事業の具体化を進めることで、
形式にとらわれない実質的な日系ネットワ
ークの構築に結び付けていただく。

1.来年度同時期に予定されているJICA日墨戦略的グローバル・パー
トナーシップ研修プログラム事業とできる限り並行に行えるようカ
リキュラム日程を調整、研修員間のシナジー効果を出していく。
2.創造工学部　造形・メディアデザインコースのエンジニアリング
デザインスタジオ所属する学生と日系研修員との協働が期待される
。研究と同時に日本の文化や若い世代の考え方などを知っていただ
く良い機会とする。
3.起業家を目指す学生クラブの各部員との関係も構築する。
4.エコツーリズムに関しては、香川大学内の講義の聴講及びゼミ形
式での議論を進めていく。また、「新日本ガラパゴス研究会」メン
バーとの討議を設け、エコツーリズムに関しての理解を深める。
5.主として中四国地方のエコツーリズムスポットを訪問し、日本の
エコツーリズムの実態を知ってもらう。
6.Global First Penguin 
Club(G1PEC)のメンバーとのつながりを深め、コメントなどをもらい
ながら進めていき、研修修了時にはこのピッチイベントで発表を行
うことを目標にする。

53 九州 個別長期 無 L17 保健医療
早期胃癌の内視鏡診断と治

療

Endoscopic diagnostics 
and therapeutics of 
early gastric cancer

1 下
国立大学法人　九

州大学
Kyushu University

http://plaza.umin.ac.
jp/imed/en/index.html

森山　智彦
MORIYAMA 

Tomohiko (Dr)
tomohiko.moriyama.153@m.kyushu-u.ac.jp

医師（内視鏡経験が1
年以上で年齢60歳以下

）
経験年数：医学部卒業
後2年以上かつ臨床経

験2年以上

大卒程
度

2年 60歳以下 不問
技術研修
は英語で
実施

世界トップレベルの日本の内視鏡診療の現
状を把握し、最新機器を用いた早期胃癌の
発見法と治療法を学ぶ

・日本の内視鏡診療で用いる機器や知識を
習熟できる
・次世代型トレーニングモデルや豚切除胃
を用いた治療内視鏡のシミュレーション学
習により、治療内視鏡の技術とコツを学ぶ
・帰国後の自国における具体的な活動計画
を作成する
・インターネットを用いて日本と自国の遠
隔医師教育講座を開催し、継続的な医療教
育を行うことで自国における早期胃癌の診
療レベル向上に寄与する

1. 
講義：最新の内視鏡診断や内視鏡治療に関する論文の討論会への参
加
2．見学：九州大学病院および関連施設における内視鏡検査の見学と
討論
3．実習：粘膜モデルやブタから切除した臓器を用いた内視鏡治療の
実習
4．学会参加：日本消化器内視鏡学会や日本消化器病学会を中心とし
た学会、研究会への参加
5．発表：病院内で研修内容を発表、自国の所属施設と接続しての研
修報告

応募締切は10月来日コースの締切日です。
下半期いずれかで
相談可
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54 沖縄 個別長期 無 継続 L18
都市開発
・地域開

発

ウチナーネットワークを活
用した持続可能なコミュニ

ティー運営

Sustainable community 
management using the 

Uchina network
2 上 7/23 1/23

一般社団法人世界
若者ウチナーンチ

ュ連合会

World Youth 
Uchinanchu 
Association

https://wyua.okinawa/ 比嘉　千穂
HIGA

Chiho(Ms.)
all@wyua.okinawa

県系社会で沖縄文化活
動に携わっている。

不問 不問
想定年齢
(20歳−40
歳以下)

Ｎ３（
同等レ
ベル、
会話力
を重視

）

英語での
コミュニ
ケーショ

ン

研修員がウチナーネットワーク継承にかか
る運営管理の手法などを習得する。

① 
研修員に、世界のウチナーネットワークの
全体像が理解される。
② 
研修員に、若者を対象にしたアイデンティ
ティーの強化にかかる企画力が習得される
。
③ 
沖縄県内での地域活性化事例を参考にし、
研修員が、自国で適応可能なアイデアを考
案する。
④ 
研修員が、帰国後の具体的な活動計画を作
成する。

１． 講義；
① 沖縄の歴史
② 沖縄移民の歴史
③ 世界のウチナーネットワークとは
④ ファシリテーションとは
⑤ 企画作りとは　
⑥ S N S/動画配信の活用方法
⑦ しまくとぅば(沖縄の言葉)等
２． 実習・O J T；
① 
世界のウチナーネットワーク・世界のウチナーンチュ大会にかかる
多言語相談対応・情報収集・発信、世界若者ウチナーンチュ大会な
ど若者を対象としたアイデンティティー継承への企画、ソーシャル
メディアを活用した広報、他
３． 見学；他団体の施設、活動（公的機関、民間）

本研修は、実習・OJT 
が中心となり相互の言語コミュニケーション
が必要なため。
その他：Word、Excelの基本的な操作ができる
。
イベントポスターやSNSで活用するバナー制作
等デザインに興味がある。
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